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令和７年度 学校評価 自己評価書 

 

１ 学校の重点目標 

 

 

 

 

 

 

２ 課題と改善策 

 評価項目 職員 改善策 

確
か
な
学
力 

１ 「わかる・できる・楽しい」授業の実践 

２ 個別指導による基礎学力の確実な定着 

３ 「主体的・対話的で深い学び」を実現する授業の充実  

４ ICT活用の取組及び情報教育の充実 

2.9 

2.7 

2.6 

2.2 

・ 学力検査の結果を基に本校の学力課
題を明確化し,授業における振り返り
を徹底させ，学力向上につなげていく。 

・ 授業における学年の発達段階に応じ
た ICT活用を一層推進する。 

心
の
教
育 

１ 子供理解に基づく積極的な生徒指導 

２ 「いじめ・不登校」問題の解消 

３ 道徳教育及び特別活動の充実 

４ 読書活動の充実 

3.0 

2.8 

2.9 

3.0 

・ 生徒指導委員会や不登校対策委員会

において，学校の課題や事案を共有し、

具体的な対応策を検討する。 

・ 朝読書の時間を設け，読書目標冊数を

決め継続的な読書活動を行う。 

保
健
体
育
・
命
の
教
育 

１ 健康増進を目指す保健指導の充実 

２ 事故防止を目指す安全指導の充実 

３ 教科体育と体育指導の充実 

４ 給食指導の充実 

3.1 

3.1 

3.1 

2.9 

・ 睡眠習慣やメディアの使用状況をア

ンケートにより把握し，家庭との連携

を図りながら適切な指導を行う。 

・ 朝の体力づくりを進め，継続的に取り

組める活動内容の充実を図る。 

教
育
環
境 

１ 校舎内の環境整備の推進 

２ 清掃指導の充実 

３ ISOの実践と赤十字活動の推進 

3.1 

2.6 

2.9 

・ 学級園の整備を進めるとともに，一人

一鉢の取組を計画的に推進する。 

・ 静かな環境での作業を徹底し，清掃活

動の充実を図る。 

家
庭
・
地
域
連
携
強
化 

１ ＰＴＡ活動の充実 

２ 関係諸団体との連携 

３ 教育相談の充実 

2.9 

3.0 

3.1 

・ 関係諸団体との連携を強化する取り

組みを推進していく。 

・ 教育相談を充実させ，把握された課題

の共通理解と早期対応を図る。 

 

３ 次年度に向けての取組 

〇 学力面においては，児童が学年の指導事項を系統的に身に付けられるよう，授業内容や学習形態を

工夫し，個に応じた指導を充実させる。 

〇 生徒指導においては，全職員で学校の課題や事案を共有し，発達段階に応じた丁寧で継続的な指導

を行う。 

〇 体育面においては，児童会活動と連携を図りつつ，一校一運動である縄跳び運動を推進し，児童の

運動意欲の向上と継続的な運動習慣の定着を図る。 

〇 学びの見方・考え方を 働かせ ，基礎学力の定着を目指す授業実践の充実（確かな学力の定着，授業改善） 

〇 豊かな心の育成を目指した自己指導力の育成（心の教育の充実） 

〇 命を大切にする心身ともにたくましい子供の育成（保健体育・安全教育の充実） 

〇 四季折々の花が咲き，子供の感性を育む教育環境づくりの推進（教育環境の整備・充実） 

〇 家庭・地域と連携した開かれた学校づくりの充実（家庭・地域との連携強化） 


